










 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会平成 29 年度 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会平成 29 年度
( 公財）日本障がい者スポーツ協会公認( 公財）日本障がい者スポーツ協会公認

障がい者スポーツ指導者研修会平成 29 年度 障がい者スポーツ指導者研修会平成 29 年度

　平成２９年１１月１８日 ( 土 )、１９日 ( 日 )、１２月２日 ( 土 )、３日 ( 日 ) の４日間、千葉県青少
年女性会館及び千葉県障害者スポーツ・レクリエーションセンターで開催しました。
　この講習会は、障がいの基本的内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識・技術を身につけ、
地域の障がい者スポーツの振興を支える指導員の養成を目指しています。
　大学の福祉学科やスポーツ学科、障がい者スポーツの現場で活躍している専門性の高い講師を招き、
福祉・医療・体育学・障害者スポーツの講義や実習のカリキュラムを修了しました。
　修了者の皆さんは日本障がい者スポーツ協会から資格認定を受けて、地域でのサポート、アスリート
の指導、育成など、県内での障がい者スポーツの拡充に向けて、大いに活躍してくださることでしょう。

陸上競技投てき種目の北原選手が、体験に基づき、手話で
講義した「障がいの理解とスポーツ②（身体２）」

陸
上
競
技
規
則
の
座
学
の

後
、
ガ
イ
ド
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
実
習
。
視
覚
障
が
い
の

あ
る
選
手
に
、
周
囲
の
状

況
を
分
か
り
易
く
伝
え
な

が
ら
伴
走
し
ま
す
。

障
が
い
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
工
夫
・
実
施
②
」

千
葉
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
講
師

に
よ
る
ラ
ン
プ
ス
を
使
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
体
験

　平成２９年１２月１６日 ( 土 )　 袖ケ浦市臨海スポーツセンター体育館とプールで、障がい者スポー
ツ指導者１４名が、今求められている専門的な技術を修得しました。受講者がそれを生かすとともに、
他の指導者に伝えることで、障がい者スポーツの普及へとつながります。

【研修内容】
　午　前：「視覚障がい者の伴走方法について、視覚障がい者のガイド」
　　　　　　　　講　師：下稲葉　耕己
　　　　　　　　　　　　（千葉県立特別支援学校流山高等学園 教員・one’ s Para Athlete Club 代表）
　午　後：「視覚障がい者の水泳について、タッピング、障がい者の入水・退水の介助」　
　　　　　　　　講師：新庄　勝美（ＪＳＩフィットネスアカデミー　代表）

視覚障がいのある選手に、ゴールやターンが近いことを知
らせるにタッピング。タッパーが頭や背中、肩などを軽く
叩きます。タイミングが安全や記録に影響する重要な役割
です。©Yell Sports千葉

©Yell Sports千葉©Yell Sports千葉

6

パラスポーツちば　　Vol.6






